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昨今、幕末を背景にしたドラマがはやっています。私も「篤姫」や「龍馬
伝」、幕末にタイムスリップした医師のドラマを毎週楽しみに観ておりまし
た。高視聴率の背景には、たくさんの若い視聴者がいると聞き、幕末のみ
ならず、今の世の中の動きに深い興味と関心を持っている若者はたくさん
いるのだろう、とふと思いました。

日本能率協会の2011年度新入社員の意識調査によると、「10年後の日本
社会は、より良い社会になっていると思うか」の問いに対し、過半数が「なっ
ていると思う」と回答し、「なっていないと思う」の回答を上回りました。
入社直前に起きた東日本大震災からの復興関連の記述が約３割を占め、

「私達が変える!!」という頼もしい回答も見つけました。東日本大震災後、
スーパーやコンビニでの買い占めが問題となり、その防止ポスターを作成
して話題となったのは、20代前半の若手デザイナーです。黄色と黒のポス
ターで「みんなで分け合えば、できること。」をネットに掲示。誰でも自由に
再掲載、再配布をOKとしたため、ネットで生まれた運動の輪は、リアル
の世界へと一気に広がりました。今の若者は社会や経済に関心があるのに、
顕在化させていないだけではないか、そんなふうに思いました。

顕在化させるためには、後押しが必要なのだと思います。シリコンバレー
では、投資先企業の争奪戦がし烈さを増し、サービスを作る前段階に出資
を決める「インキュベーション型VC」（創業支援型ベンチャーキャピタル。
成長期に支援するファイナンス型よりもハイリスク／ハイリターン）が、
高い運用実績を示し始めていると聞きます。500startupsやY Combinator
などが、その例とされています。「インキュベーション型VC」で、最も必要
なのは、「メンタリング」と言われており、経験者（メンター）が、経験の少
ないメンティの夢と挑戦の実現のために、惜しみない支援をすることで、プ
ロジェクトを成功に導くそうです。 

経験の浅い「若者」に、私たちがメンターとなって、積み上げてきた経験
や知識を伝承し、惜しみなく支援する。彼らの主体性を引き出し、やる気
とやりがいを高める。

自分で未来を切り開くすべを伝承し、力強い若者を育てていく。そんな
世の中を実現するためにも、問題を先送りせずに、少しでも明るい将来を
築く努力をすることが、自分の使命なのだと感じております。【アフガン・パシュトゥーン人のトレーカバー】

アフガンの多数を占めるパシュトゥーン人(ア
フガン人)の独特な美観が新鮮です。イスラム
圏のアラビック模様の一つです。

今月の表紙：世界の文様シリーズ




